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研究成果の概要（和文）：本研究では、介護事業所と地域が相互に役割を補完することによって、高齢者のその人らし
い生活を支えることができると考えている。そこで次の(1)～(3)を目指した調査研究や実践的取組を行った。すなわち
、(1)介護事業所にない機能を地域がカバーする、(2)地域にない機能を介護事業所がカバーする、(3)介護事業所と地
域が協働する、である。
  その結果、介護事業所と地域が相互に役割を補完することによって、施設高齢者と地域の関係性、および地域高齢者
と地域の関係性を維持や再生することができることがわかった。また、介護事業所は高齢者が地域と関わることをサポ
ートできる重要なポジションにあることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study assumes that the life in character with the elderly is supportable, whe
n nursing home and community complement a role mutually. Then, it took the surveillance study and the prac
tical measure which aimed at following (1)-(3). (1)Community covers the function which nursing home is not
 enough. (2)Nursing home covers the function which community is not enough. (3)Nursing home and community 
collaborate. 
As a result, when nursing home and community complement a role mutually showed that it could perform maint
enance and reproduction of relationship between the elderly and community. Moreover, it was suggested that
 nursing home is in the important position which can support that the elderly is concerned with community.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
高齢者のその人らしい生活を実現するた
めには、地域社会からの一方向のサポートだ
けではなく（高齢者←地域社会）、高齢者と
地域社会の双方向の関係性を築くことが重
要だと考えた（高齢者⇆地域社会）。そこで、
高齢者が担う「役割」に着目し、「高齢者⇆
地域社会」の関係性を構築する方法を検討し
た（「要支援高齢者と地域の相互関係の構築
に関する基礎的研究」平成 17～19 年度 科学
研究費補助金 若手研究（B）課題番号
17700553）。この研究によって、施設高齢者
が「役割」を持てる取組には、生活を管理す
る取組や、子どもや地域と関わる取組がある
ことを確認した。 
しかし、年々心身症状が重度化する要介護
高齢者には、活動による「役割」の取得が難
しくなる。そこで、「高齢者⇆地域社会」の
関係性を維持するためには、高齢者の人間関
係を維持するサポートが重要だと考えた
（「要介護高齢者と地域の持続的相互関係の
構築に関する研究」平成 20～22 年度 科学研
究費補助金 若手研究（B）課題番号 20700572）。
この研究から、介護事業所は、高齢者の人や
環境のつながりを意識して要介護高齢者に
関わることが重要だとわかった。 
一連の研究から次の問題意識を持った。 
【問題意識】 
・介護事業所は、地域の力を借りることによ
って、施設高齢者と地域の関係性を再建で
きる可能性があるのではないだろうか。 
・介護事業所には、地域高齢者の「施設入所
を遅らせる」という機能を持てる可能性が
あるのではないだろうか。 
・在宅介護サービスには、在宅要介護高齢者
と地域、在宅要介護高齢者と家族介護者の
関係性を再建や維持ができる可能性があ
るのではないだろうか。 
本研究では、この可能性について調査研究
を重ね、高齢者と地域の相互関係を追究する
ことにした。 
 
 
２．研究の目的 
高齢者のその人らしい生活の実現のため
には、高齢者と地域の関係性が重要である。
また、高齢者に対しては、「身体ケア」と、
社会とつなぐ「関係性を支えるケア」を含め
た、暮らしをつなぐ「生活を支えるケア」を
提供する必要があると考えている。本研究で
は、高齢者に「生活を支えるケア」を提供す
るために介護事業所と地域が相互に役割を
補完することで、高齢者と地域の持続的な相
互関係が築かれることを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
介護事業所と地域がそれぞれに役割を担う
ことによって、高齢者の暮らしをつなぐ「生
活を支えるケア」を提供することができると

仮定し、次の3つの仮説をたてて、それぞれに
対して取り組んだ。 
なお、平成23年度は仮説(1)に対する取組と
検証を行った。平成24年度には仮説(2)に対す
る取組と検証、平成25年度には仮説(3)に対す
る取組と検証を行った。 
【仮説】 
(1)介護事業所にない機能を地域がカバーす
ることで、施設高齢者と地域の関係性を再
建できる。 
(2) 地域にない機能を介護事業所がカバー
することで、介護事業所は地域高齢者の地
域居住をサポートできる。 
(3) 介護事業所と地域が協働することで、在
宅要介護高齢者と地域、在宅要介護高齢者
と家族介護者の関係性を維持できる。 
 
【平成23年度】 
・仮説(1)：介護事業所にない機能を地域が
カバーすることで、施設高齢者と地域の関
係性を再建できる。 
・取組(1)：様々な世代の人が定期的に事業
所に出入りする環境を作り、地域社会の多
世代の人間関係を介護事業所に持ち込む。 
・方法(1)：イベント的取組（バザー）と、
定期的取組（子どもの習い事教室会場の提
供、老人会や自治会の会議会場の提供、ミ
ニコミ誌の発行と近隣配付）を行った。ま
た、バザー参加者に対して配票調査を行っ
た。調査票の配付・回収数は 49 票である。
回答者属性を表 1 に示す。調査項目には、
施設が地域に向けて取り組むことへの評
価、施設で開催したら参加・利用したい催
し物等を挙げた。 

 
【平成 24 年度】 
・仮説(2)：地域にない機能を介護事業所が
カバーすることで、介護事業所は地域高齢
者の地域居住をサポートできる。 
・取組(2)：地域高齢者の生活実態とニーズ
を把握し、介護事業所の専門性や多機能性
を地域に持ち込む。 
・方法(2)：地域高齢者に配票調査を行った。
調査票の配付数は 142 票、回収票 125 票、
回収率および有効回答率は 88.0％である。
回答者属性を表 2 に示す。調査項目には、
外出範囲・頻度、家族・友人関係、近所付
き合い、買物・調理活動、生活サービスニ
ーズ等を挙げた。 

表1．バザー参加者属性 人数 ％ 

年齢 

（ｎ=49） 

20歳代 2 4.1 

30歳代 16 32.7 

40歳代 7 14.3 

50歳代 6 12.2 

60歳代 12 24.5 

70歳代 5 10.2 

80歳代 1 2.0 

 



 
【平成 25 年度】 
・仮説(3)：介護事業所と地域が協働するこ
とで、在宅要介護高齢者と地域、在宅要介
護高齢者と家族介護者の関係性を維持で
きる。 
・取組(3)：在宅介護サービスを利用している
要介護高齢者と家族介護者の生活状況を把
握し、問題の解決に向けて施設力と地域力
を出し合う。 
・方法(3)：ショートステイを利用している家
族介護者に対して配票調査を行った。調査
票の配付・回収数は76票である。回答者属
性を表3に示す。調査項目には、介護負担感、
サービス利用理由、サービス利用効果、生
活サービスニーズ等を挙げた。 

 
 
４．研究成果 
(1)介護事業所にない機能を地域がカバーする 
介護事業所に地域が入る取り組みとして、
イベント的取組（バザー）と、定期的取組（子
どもの習い事教室会場の提供、老人会や自治
会の会議会場の提供等、介護事業所発行ミニ
コミ誌の近隣住戸配付）を行った。 
これらの取組の参加者は、介護事業所によ
る同様の取組を積極的に行うべきと考えて
いることを配票調査から把握した（図 1）。求
めている取組には、コンサート、サロン、各
種教室、子どもの放課後の居場所、施設ツア
ー、住民による講演会等が挙がってきた。 

 
この結果を受けて、平成 23 年度に介護事
業所を会場にしたサロンを開催した。また、
取組による施設高齢者の効果を観察すると、
子どもが習い事に来る曜日・時間を心待ちに
している様子を見ることができた。さらに、
その時の衣装や表情にも施設生活の日常と
は異なる様子を見ることができた。 
「介護事業所に不足する多世代が行き来
する機能を地域が補完する」ための定期的な
取組は、施設高齢者と地域の持続的な相互関
係につながる可能性がある。 
 
(2)地域にない機能を介護事業所がカバーする 
地域高齢者の生活調査から日常生活ニーズ
を把握した（図2）。その結果、足回りへのニ
ーズや重労働を伴う家事の代行が挙がってお
り、地域高齢者には日常生活を送る上での困
難があることが明らかになった。また、気楽
に参加できる旅行や催し物、人と会える機会
へのニーズもあり、外出機会や人とのつなが
りを創出することの意義も明らかになった。 
 そこで、地域高齢者の外出機会や人とのつ
ながりを創出するために、介護事業所を会場
にしたサロンを開催した。サロンでは、談話
を主目的にした会を開催したり、行政の出張
講座を利用したり、企業の協力を得て講座を
開催したりした。 
 「地域に不足する生活や人のつながりを支
える機能を介護事業所が補完する」ための取
組は、介護事業所が地域高齢者の日常生活を
支えることや、地域高齢者と地域の関係性を
維持することにつながる可能性がある。 
 

表2．地域高齢者属性 人数 ％ 

性別 

（ｎ=125） 

男性 59 47.2 

女性 62 49.6 

無回答 4 3.2 

年齢 

（ｎ=125） 

60歳代 35 28.0 

70歳代 60 48.0 

80歳代 24 19.2 

90歳代 2 1.6 

100歳代 1 0.8 

無回答 3 2.4 

 

表3．家族介護者属性 人数 ％ 

性別 

（ｎ=76） 

男性 10 13.2 

女性 66 86.8 

年齢 

（ｎ=76） 

40代 4 5.3 

50代 22 28.9 

60代 34 44.7 

70代 14 18.4 

80代 2 2.6 

要介護高齢

者との続柄 

（ｎ=76） 

  

配偶者 16 21.1 

娘 34 44.7 

息子 8 10.5 

息子の配偶者 18 23.7 



 
(3)介護事業所と地域が協働する 
ショートステイを利用する家族介護者に
対する配票調査から、要介護高齢者の生活活
動の実態等を把握し、在宅要介護高齢者の関
係性の問題を検証した。 
また、ショートステイを利用する家族介護
者の介護負担感類型別に、要介護高齢者の状
況や介護環境、ショートステイ利用効果、生
活ニーズ等を分析した。そして、介護負担感
別に、家族介護者の生活に介護やショートス
テイがどのように位置づいているのかを整
理した。さらに、どのようにショートステイ
を利用すればよいか、介護事業所はどのよう
に介入すればよいかを明らかにした。 
具体的には、ショートステイを利用する家
族介護者は、「精神的負担感が強いタイプ」
「身体的負担感が強いタイプ」「介護負担感
が中程度のタイプ」「介護負担感が弱いタイ
プ」がある。精神的負担感が強い家族介護者
の場合は図 3のように、身体的負担感が強い
家族介護者の場合には図 4のように、家族介
護者を守るためのショートステイのあり方
をまとめた。 
さらに、介護事業所と地域住民との協働の
もとで施設高齢者の一時帰宅を試行し、介護
事業所と地域がどのように役割をカバーし
あえば要介護高齢者の関係性を支えること
ができるかを検討した。 
以上の取組と検証から、介護事業所のマネ
ジメントによって、在宅要介護高齢者と家族
介護者の関係性を支えることができること
がわかった。また、介護事業所と地域がそれ
ぞれに役割を担うことによって高齢者の暮
らしをつなぐ「生活を支えるケア」を行うこ
とができること、高齢者とその周辺の人や環
境のつながりを支えることが高齢者の地域
居住につながることがわかった。 

図 4． 

＜身体的負担感が強い家族介護者へのマネジメント＞ 

適切な介護方法がわからず、食事・排泄・入浴の介

護負担や、家事に手が回らないことを負担に感じてい

る。老々介護や男性介護者（配偶者、息子）であるこ

とも多く、要介護高齢者とは介護が必要になる前から

同居していることが多い。介護期間は比較的長く、終

わりのない介護に疲労がたまる時期である。介護協力

者はいるが負担感が強く、在宅介護の限界を感じて、

入所を希望しているケースも多い。要介護高齢者の栄

養状態は、At risk と低栄養（100％）が頻出し、高齢

者の心身状況の悪化と介護の重度化が危惧される。シ

ョートステイのサービス内容への要望は少ないが、シ

ョートステイを利用して、日常の介護で棚上げになっ

ていることを行う時間が欲しいという欲求がある。生

活サービスに対しては健康相談や屋内外の清掃、ゴミ

処理、オンデマンド交通のサービスがあれば利用した

いと思っているが、それら 1 つ 1 つへのニーズは概し

て低い。 

これらの結果から、このタイプは適切な方法で介護

を行えていないために身体的負担と介護に要する時間

が増大しており、専門家の助言を受けたり生活サービ

スを利用したりする必要性があると考えられる。しか

し、専門家や生活サービスに対して、それを頼るまで

のツールをもたず、また自分ではニーズを意識してい

ないタイプであると考えられる。特にこのタイプに多

い男性介護者については、社会的孤立や社会参加の困

難さが指摘されている。このタイプの家族介護者に対

しては、1 週間に数日等の短いショートステイ利用を

繰り返すような居宅サービス計画が家族介護者には効

果的ではないかと考えられる。家族介護者と施設との

接触を増やすことによって、施設から社会資源の活用

方法や介護方法、栄養のアドバイスをする機会がふえ、

在宅介護を継続できる介護環境づくりにつなげること

ができる。さらに、短期間を繰り返す利用は、要介護

高齢者に栄養バランスが整った食事を提供できること

になり、心身症状の重度化を遅らせることもできる。 

図 3． 

＜精神的負担感が強い家族介護者へのマネジメント＞ 

介護環境による精神的負担感に加えて、家事に手が

回らないことを負担に感じている。50-60 歳代で、介

護期間が短く、始めたばかりの慣れない介護に戸惑っ

ている時期であり、介護協力者がいるにも拘らず負担

感が強い。要介護高齢者の要介護度は低い場合と高い

場合がある。ショートステイを利用してまとまった時

間が欲しいという強い気持ちがあり、介護から解放さ

れたいという欲求がある。そのため、１人で参加した

りサポートスタッフが同行する旅行や催し物への参加

ニーズが高い。 

これらの結果から、このタイプは生活よりも介護の

比重が大きくなっていると考えられる。このタイプの

家族介護者に対しては、1 か月に 1 週間等の比較的ま

とまった期間、ショートステイが利用できるような居

宅サービス計画が家族介護者には効果的ではないかと

考えられる。まとまった利用期間の計画によって、家

族介護者の精神的負担が低減し、在宅介護を継続しよ

うという気持ちをサポートすることができると思われ

る。 

 



(4）今後の課題 
一連の研究から、高齢者が持続的に地域と
関わりを持つためにはサポートが必要であ
り、介護事業所はサポートの一役を担うこと
ができる重要なポジションにあることがわ
かった。 
さらに、本研究で仮説(1)～(3)に対して取
り組んできたなかで（取組(1)～(3)、方法(1)
～(3)）、高齢者の地域居住にむけて、さらに
追究すべき課題①-⑦が出てきた。 
【課題】 
① 施設高齢者のなかには一時帰宅を希望す
る者がいる。 
② 地域高齢者の約 4 分の 1 が低栄養傾向で
ある。 
③ 地域高齢者のなかには近隣との関わりが
極端に少ない者がいる。 
④ 足回り、買物、清掃等、日常生活ニーズ
のある地域高齢者が多い。 
⑤ 気楽に集まれる居場所へのニーズがある
地域高齢者が多い。 
⑥ 低栄養傾向の高齢者は、ショートステイ
＞デイサービス＞地域の順に多い。 
⑦ ショートステイでは、ケアマネージャ
ー・介護事業所・利用側（要介護高齢者、
家族介護者）の関係性が利用側の生活を
低下させる可能性もある。 
高齢者の地域居住に関する課題①-⑦は、
解決に向けて方策を検討する必要がある。そ
して、介護事業所がもつ専門性や社会的機能
は課題①-⑦に向けて動けると考える。今後、
研究の蓄積から出てきた高齢者の地域居住
に関する課題に対して、介護事業所と地域が
相互に役割を担い共に効果が得られる解決
策を検討していく。 
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